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Ⅰ　はじめに

Personal developmentとは、｢ひととし
ての成長」(Tudor＆Merry，2002 岡村監
訳 2008)、｢人間的成長」(Mearns，1994 
諸富監訳 2000）と呼ばれるものであり、多
様な要素や次元が含まれている（Mcleod 
& Mcleod，2014)。PCA（Person-centered 
approach）の辞書的定義では、Personal 
developmentは、｢PCPやPCTの訓練にお
ける不可欠の要素であり、一般に、訓練グ
ループ（訓練の場の外で行われる一対一の個
人分析とは区別される）のなかで生じ、促
進される」(Tudor＆Merry，2002 岡村監
訳 2008）ものと記述されている。

Personal developmentが、PCAのセラピ
ストトレーニングで最も重視されているこ
とは、PCAの実践家や専門家間において周
知の事実である（Tudor, Keemar，Tudor, 
Valrentine, & Worrall，2004)。それは、心
理臨床家の養成カリキュラムからもうかがえ
る。たとえば、ストラスクライド大学のディ
プロマコースには、｢Personal development
(人間的成長）というワークショップ科目｣
(中田，2014）があり、｢自分自身について学
び、思慮深い臨床家になる」(坂中，2017）
ことが重視されている。

一方、日本国内では、公認心理師や臨床
心理士といった資格カリキュラムが設けられ

ており、各心理療法学派の理論や実践を幅広
く学ぶことが推奨されている。公認心理師カ
リキュラムにおいては、保健医療、福祉、教
育、産業労働、司法犯罪といった５分野の職
域に沿った学習が促されている。科目には公
認心理師として身につけておくべき知識や体
験、実習内容が想定されていると思われるが、
それらの中に心理臨床家自身について熟考す
るような機会は設けられていない。

臨床心理士資格カリキュラムが始まった
時代から、大学院生や初学者を主な対象とし
たスーパーヴィジョン（Supervision）と呼
ばれる実践は行われているが、スーパーヴィ
ジョンはあくまでクライエント理解、ケース
理解が主目的といえる。それはつぎの記述か
らも読み取れる。

｢スーパービジョンとは、スーパーバイ
ジーに、患者の症状や行動、態度など心理
の見方とともに、スーパーバイジー自身の
患者理解や言動など心理がどのように影響
しあっているかを理解するのを援助する過
程である」(西園，1994)。

この西園（1994）の記述からわかるように、
スーパーヴィジョンはクライエント理解のた
めに行われるものであり、心理臨床家自身に
ついて熟考する機会ではない。心理臨床家自
身について話し合うかどうかはスーパーヴァ
イザーに委ねられており、PCAで想定され
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るような「自分自身について学び、思慮深い
臨床家になる」(坂中，2017）ことが、カリ
キュラムを通して目指されているわけではな
い。

国内におけるPCTトレーニング

ストラスクライド大学のようにカリキュラ

ムが存在している機関もあるが、日本国内で
は、PCAに関する明確なトレーニングプロ
グラムやカリキュラムは存在しておらず、各
研究者や実践家が試行錯誤しながら育成を
行っているのが現状である。こうしたPCA
の現状を検討し、中田（2014）は、PCT
(Person-centered therapy）の今後の課題と
して、８つの課題を提示した（表１)。

表１からわかるように、６つ目の課題と
して「訓練方法の公式化」が提示されている。
中田（2014）は、個々のセラピストによって
成長や過程が異なるため、一律にトレーニン
グすることは困難であることは認めつつも、
PCTにおける訓練方法のある程度の体系化
が必要であることを指摘している。

PCAのセラピストトレーニングに関する
国内の研究としては、河﨑（2012)、坂中
(2017)、白井（2007)、白井・北田・樋渡
(2013)、白井（2022)、永野・河﨑・益田・
荒木・宮川（2021）が挙げられる。

河﨑（2012）は、臨床家養成を目的に、
EXPスケール（池見・田村・吉良・弓場・
村山, 1986）を用いた評定トレーニングを
行った研究を報告している。臨床系大学院
生12名を対象に、EXPスケールを用いた評
定トレーニングを全10回実施し、リスニング
セッションのデータを用いた効果測定を実施
している。河﨑（2012）の研究は、セラピス
トトレーニングに関する研究であるものの、

主にEXP評定トレーニングについての報告
であり、自身について学ぶような機会は想定
されていない。また臨床家養成の体系的なト
レーニングも行われていない。

坂中（2017）は、Carl Rogersの心理臨床
家養成上の見解や海外のカウンセラー養成プ
ログラムを概観したうえで、PCAの実践家
育成への提言を行っている。理論学習、体験
学習、実習別に検討を行い、PCAをオリエ
ンテーションとする心理臨床家育成の視点と
して「基本原則｣、｢構造｣、｢学習プロセス」
の３つを提示した。また、プログラムの提言
として「パーソンセンタード・アプローチの
心理臨床家育成という縦糸の設定｣、｢導入期
の学習プログラムの改善・開発｣、｢スーパー
ビジョン・事例検討会・逐語検討会について
の事例報告・研究の充実｣、｢メンテナンスや
成長のためのセルフヘルプ・グループの実
践｣、｢心理臨床家育成におけるグループの
意義の再評価・再検討」の５つを示した。坂
中（2017）の研究は、PCAにおける体系的

表１　PCAの今後の課題（中田，2014)

1 PCTの定義（の確立）
2 技法の使用に関する実践的な原則の示唆
3 中核条件の内的経験についての現象学的な探索
4 中核条件の外的表出についての探索
5 PCTを受けたクライエントの変化が他学派の場合とどう異なるかの明確化
6 訓練方法の公式化
7 医療現場での他職種との連携の取り方の探索
8 医療従事者とPCTのセラピスト双方に合うクライエント情報の構成の仕方の探索
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なトレーニングの必要性を指摘しているもの
の、トレーニングの具体的な内容の検討にま
では至っていない。

白井（2007)、白井・北田・樋渡（2013)、
白井（2022）は、セラピストトレーニングを
｢セオリー・センタード・トレーニング」と
｢セラピスト・センタード・トレーニング｣
に分類し、｢セラピスト・センタード・トレー
ニング」の重要性を論じている。理論や知識、

技法といった一般的な関わり方を学ぶ方法
を「セオリー・センタード・トレーニング」
とし、個々のセラピストが自らにあった臨床
を探していく方法を「セラピスト・センター
ド・トレーニング」と位置づけた。前者の目
的がいわゆる「正しい臨床」を学ぶことであ
り、後者の目的は「私の臨床」を育むといえ
る。それぞれの特徴については白井（2022）
のまとめが参考になるため、表２に示す。

本 論 で 取 り 上 げ て い る P e r s o n a l 
developmentは、｢私の臨床」を育むセラピ
スト・センタード・トレーニングに含まれる

と考えられる。白井（2022）は、さらにセラ
ピスト・センタード・トレーニングの具体的
な内容として、表３のワークを提案している。

表２　セオリー・センタード・トレーニングとセラピスト・センタード・トレーニング（白井，2022)

セオリー・センタード・トレーニング セラピスト・センタード・トレーニング

教育の視点 「教」の視点 「育」の視点
作業内容 外部にあるものを取り入れる 内部にあるものを引き出す
重視する価値観 一般性・実証性 個別性・多様性

目的
一般的知識・技法・関わり方の習得／
｢正しい」臨床

個別的価値観・感覚・体験の振り返り／
｢私の臨床」の創造

評価の主体 教える側が評価 学ぶ側が評価
評価の規準 一般的に正しいかどうか 自分にフィットするかどうか
関連する要因 共通要因・特定要因 個別要因

表３　セラピスト・センタード・トレーニングの目的と手続きの種類（白井，2022)

目　　　　的 手続き（ワーク）
個別
特性

臨床観・臨床基盤（軸）の再確認 臨床観をテーマとしたセラピストのための当事者研究
セラピストの基盤を振り返ってエンパワメントされるワーク
臨床観などをテーマにした半構成的EG（野島一彦）

生育歴と人生観の振り返り 人生観をテーマとしたセラピストのための当事者研究
セラピストの基盤を振り返ってエンパワメントされるワーク

セラピストとしてのクセの確認 CBS法（岡田健一）
セラピストとしての強みの確認 セラピストとして大事にしていることを確かめるワーク（永野浩二）
セラピスト・スタイル，セラピス
ト・タイプの確認

学び方のタイプ（守破離型・折衷・統合型）の確認
情報処理タイプ（感覚型・論理型）の確認

自分の臨床に対するエンパワメント セラピストの基盤を振り返ってエンパワメントされるワーク
個別
臨床

特定のケースや臨床に対する自分の
在り方・関わり方の確認

PCAGIP法（村山正治）
特定のケースへの関わり方をテーマとしたセラピストのための当事者
研究

特定のケースや臨床に対する自分の
考え・感じの確認

セラピスト・フォーカシング（吉良安之）
特定のケースへの関わり方をテーマとしたセラピストのための当事者
研究

特定のケースや臨床をもとにした自
分の臨床の振り返り

特定のケースへの関わり方をテーマとしたセラピストのための当事者
研究
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表３からわかるように、セラピスト・セ
ンタード・トレーニングとして有用と考え
られたワークが複数挙げられている。白井
(2022）の研究は、各目的に沿ったワークの
提案を行っており、多様な心理臨床家育成と
いう観点からトレーニングの提案がなされて
いる。一方で、なぜそれらが役に立つのか、
どのようにしてPersonal developmentが生じ
るのかまでは検討されていない。

これまでの研究を概観すると、ワーク
ショップやプログラム単体の効果測定は見受
けられることはあるものの、臨床家養成を目
的としたワークショップ内容の効果測定や文
献研究は限られていることがわかる。

なお、佐治・岡村・保坂（1996）について
は、PCAセラピストを対象にしたというよ
り、臨床心理士全体に向けて執筆されたテキ
ストと考え、本論では対象から除外した。

Ⅱ　問題・目的

ここまで国内におけるPCAのセラピスト
トレーニングについてみてきたが、PCAの
重鎮であるTudorは、PCAのトレーニングに
ついて次のように主張している。

‶A person centered training, sees that 
the personal development of the student 
is the training, and for this reason gives 

it the highest priority."(Tudor et al., 2004 
p.64）

つまり、訓練者のPersonal development 
こそがトレーニングであり、最も優先さ
れるものなのである。上記の引用からも
読み取れるが、PCAにおいて、Personal 
developmentの研究は重要なテーマといえる。
しかし、日本国内では、PCAのセラピスト
トレーニングに関する研究自体がそもそも少
なく、Personal development研究については、
永野他（2021）や並木（2022）に限られてい
る。

永野他（2021）は、Personal development
を訓練グループに限らず、日常生活上でも生
じうるものと捉え、Personal Development
について論考している。同論文（永野他，
2021）では、Personal developmentの観点
から、PCAのセラピストに必要なトレーニ
ングについて文献的に検討し、｢自己受容｣、
｢自己一致｣、｢知的学習の体験化｣、｢セラピ
ストの当事者性｣、｢関係性」の５つが重要
であることが考察された。永野他（2021)
は、これらを生起・促進するための方法とし
て、EG（Encounter groups）やフォーカシ
ング体験等を提案している。加えて、各概
念がどのように関連しているのか、Personal 
developmentの概念図を提示した（図１)。

図１　Personal developmentの概念図（永野他，2021)
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図１からわかるように、｢Ⅰ プロセスに開
かれる」ことを促すためには、｢プロセスに
開かれる方法」が参考になる。また、｢Ⅱ 知
識や概念の体験化」を促すためには、｢体験
化の方法」が参考になり、｢Ⅲ 関係性」を促
すためには、｢体験化・関係性の方法」が参
考になることを意味している。｢Ⅱ 知識や概
念の体験化｣、｢Ⅲ 関係性」についても、｢Ⅰ 
プロセスに開かれる」ことを促進すると考え
られる。これまで、自己一致（純粋性)、体
験過程に開かれる、学ぶプロセスに開かれ
る、自己受容と呼ばれる現象は、Personal 
developmentにおいて根幹をなす重要な概念
と考えることができよう。

PCAのセラピストであるということは、
単なる技法として傾聴を行ったり、面接場面
だけに限定される受容的・共感的な対応を
行ったりすることではない。そのセラピスト
の人間観や哲学としてPCAが存在し、｢PCA
を生きる」(村山，2019）と表現されるよう
な生き方の問題である。言い換えれば、心理
臨床家のPersonal developmentとは、絶え間
ないトレーニングで完成した人格になること
を目指すことではない。こうした見解を踏ま
え、永野他（2021）は、｢発展・成長」とい
う言葉のイメージとは異なるとし、Personal 
developmentを一方向的な成長とは異なる変
化である「人格的展開」と試訳している。

並木（2022）は、PCTのトレーニングに
ついて、｢学習内容｣、｢学習様式｣、｢学びの
構造」の観点から文献研究を行っている。並
木（2022）は、何を学ぶかといった「学習
内容」を論じるなかで、パーソナルな成長
(Personal development）の重要性を指摘し、
Personal developmentを促す「学びの構造｣
としてEGを挙げている。

永野他（2021）と同様に、並木（2022）
もPersonal developmentや自己一致を高める
ことを目的とした教育実践の必要性を指摘し
ている。一方で、両研究ともEGやフォーカ

シング体験の必要性に触れているものの、実
際の臨床家のPersonal development に、ど
のように有益であったのか、具体的な検討は
行っていない。また、EGとフォーカシング
の先行研究を概観してみても、どのように心
理臨床家のPersonal developmentに役立つの
か、十分に検討されているとはいえない。

そこで本研究では、Personal development
の観点から、EGとフォーカシングの実践を
捉え直し、その意義について文献を用いて
検討することを目的とする。これまでEGや
フォーカシングの実践が行われてきたなかで、
それらがPersonal Developmentにどのよう
に役立ったのかを検討することで、今後の心
理臨床家養成を検討していくうえでの資料と
なることが期待される。

Ⅲ　方法

本研究では、EG及びフォーカシングに
関する体験的な記述を主な研究対象とし、
Personal developmentの観点から、それら
の意義を検討し整理する。手続きとしては、
EGやフォーカシングに関する書籍や学術論
文から、特にPersonal developmentに関する
研究を収集した。そのうえで、セラピストの
Personal development と考えられる体験的
な記述を筆者らが別々に抽出し、後日、検
討・合議した上で項目等を決定した。フォー
カシングについては、体験的な記述が少な
かったことから、日笠（2008，2011）を参考
に項目を決定した。心理臨床家に限定する
と研究数が少なくなることが考えられたた
め、本研究では、心理臨床家に限らず、広く
Personal developmentがみられる事例や研究
を対象とした。

本研究を進めるにあたり、Pe r s o n a l 
developmentの定義をつぎのとおりに設定し
た。本研究におけるPersonal development 
は、永野他（2021）の理解をさらに推し進め、
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動的なプロセスであることを強調するために、
｢人格全体を含むその個人の展開過程」と再
定義し、表４の現象がみられる場合は、展開
過程と考えた。すなわち、自己理解や自己受

容が進んでいる様子、在り方が過程的で変化
している様子、学習が進んでいる様子が確認
できた場合は展開過程と捉えた。

つまり、本研究のDevelopmentは、｢変化｣、

｢学習｣、｢展開」と呼ばれる過程的な現象と
ほぼ同じ意味で用いている。また、Personal 
developmentの対比として、Professional 
developmentを想定した。Professional 
developmentは、役割に特化した発達であり、
ある特定の技術やスキルの向上を指すもので
ある。専門家教育の多くはこのProfessional 
developmentが推奨されているように思われ
る。役割を生きているときには、役割に対す
る成長はみられるが、Personal development
(人格的でもあり、個人的でもある展開過程)
には焦点があたりにくいことが考えられる。
EGにファシリテーターとしても多数回参加し
ている小柳は、その役割がかえって率直な自
己開示を妨げている時期があったこと、｢役割
で高い評価を得たとしても、それは役割に与
えられたものであり、真の自己受容にはつな
がらないことであった」と詳細に自己分析を
している（小柳，1981)。そのため、こうした
Professional developmentの側面のみに焦点が
当たっているような記述は対象から除外した。

Ⅳ　結果・考察

EG及びフォーカシングの文献を対象に、
Personal developmentの観点から体験的な記
述を抽出し検討したところ、大きく「個人的
側面の変化」と「対人的側面の変化」に分類
された。各側面のなかに、さらに複数の項目

に分けられたため、項目に沿いながら考察す
る。なお、現象が把握しやすい記述を優先し
て引用する。引用箇所にある傍線は全て筆者
によるものである。

１．EG体験で生じること
【個人的側面の変化】

個人的側面としては、⑴「自尊感情・自己
評価・自己受容などの増加・拡大｣、⑵「人
生を楽しむようになった｣、⑶「仕事におけ
るCreativeなかかわりの増大｣、⑷「臨床家と
して「『私』を活用する援助｣」が挙げられた。

⑴ 　自尊感情・自己評価・自己受容の増加・
拡大
自尊感情や自己評価、自己受容の増加や拡

大がみられた記述は次のようなものである。
ここでの自己受容とは、弱さや欠点、それ

まで恥と感じていた考えや行動について等の
受容を意味している。

たとえば、小柳（1981）や村山・野島
(1976）は、EGの有益さについて次のように
報告している。

｢他人からの評価を気にすることが少な
くなったために、自分独自の興味を自信を
もって追求できるようになり、ささやか
なことにでも喜びを味わえるようになり、
日々の充実感が増した」(小柳，1981)。

表４　Personal developmentの定義及び展開過程の具体例

Personal development定義 人格全体を含むその個人の展開過程
展開過程の具体例 ①自己理解・自己受容

②Being（在り方が過程的）
③学習が進んでいる
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｢体裁を気にすることや、欠点を隠した
り取りつくろったりすることにエネルギー
を使わなくなった。有効なエネルギーが増
大したように感じる」(小柳，1981)。

｢身体の欠陥についてのこだわりが少な
くなった」(小柳，1981)。

｢かつては自分を責め、自己嫌悪におち
いっていたが、そうしなくなった」(村山・
野島，1976)。

下線部のような報告は、自尊感情や自己評
価、自己受容が増加・拡大しなければみられ
ない発言であると考えられる。なぜなら、自
尊感情が低い場合、自己評価も低くなりやす
く、それゆえ、自身の言動にも自信が持てな
い。また、他人の評価を気にするという余分
なエネルギーを消費しかねない。欠点や欠陥
だと感じるものがあろうとも、ありのままの
自己を受容することで、有効にエネルギーを
活用でき、自身の強みも活かされうることが
考えられる。

加えて、｢自己抑制的でなくなること」も
自己受容の在り方の一つであると考えられる。
弱さや欠点の受容については上述しているた
め、｢自己抑制的でなくなること」の記述の
みを示す。

｢自分の興味や関心を抑えないで、積極
的に伸ばすようになった」(小柳，1981)。

｢こだわりなく自慢したりもできるよう
になった」(小柳，1981)。

｢妻以外の女性との交際についてのこだ
わりが少なくなり、楽しんでつき合えるよ
うになった」(小柳，1981)。

上記の変化を、小柳は、EGに多数回参加
していく中で徐々に生じたものとして報告し
ている。自己受容が進むにつれて人からの
評価を気にすることなく、自分に合った趣
味や興味に開かれるようになったこと。ま
た、｢自慢」という恐らくは日本人には否定

的に感じられる表現にも開かれていったこと
(小柳の「自慢」はprideと英訳されるものの
ように筆者には感じられた)。更にはパート
ナー以外の異性についての関心や関わりたい
という欲求は、多くの人と接する機会がある
人間にとってしばしば生じるも、認めること
が難しく抑圧されやすいものであろう。

Rogersは、援助的な関係をつくるうえで、
セラピストの自己受容がいかに必要であるか
を指摘している。

｢私が自分自身との間に援助的な関係を
形成することができるならば－自分自身
の感情に感受性豊かに気づくことができて、
それを受容することができるならば－私
は他者に対しても援助的関係をつくること
ができる可能性が高まる、ということであ
る」(Rogers，1961 諸富・末武・保坂共
訳 2005 p.52)。

引用からわかるように、セラピスト自身が
自分自身の気持ちや考えを受け容れることに
よってこそ、援助的関係を築いていけるので
ある。

小柳の場合は、パートナー以外の異性に
ついての関心や関わりたいという欲求を、初
めは受け入れたり表現したりすることに困難
を感じていたと文献では述べている。しかし、
この難しい部分に開かれることで、それまで
ぎこちなかった「夫婦仲が円滑にゆくように
なった。家庭が和やかになった」と述べてい
る。このことは逆説的ではあるが、臨床場面
ではしばしば生じることでもある。

Rogersは、他人の評価を気にしすぎない
ことや、抑制的にならないことについて、次
のように表現している。

｢私は、自分が他者とは違う別の人間で
あるという強さを自由に感じられるときに
は、自分を失う恐怖を感じなくてすむの
で、より深く相手を理解し受容できるよ
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うになれることがわかってきた」(Rogers，
1961 諸富・末武・保坂共訳 2005 p.53)。

自分が他者とは異なる存在であることを
理解しつつも、一方で私たちは他者の評価に
エネルギーを費やし、自身の言動を抑制して
しまう側面が誰しも少なからずある。援助的
な関係において、セラピストは怯えることな
く「自分であること」を体験する必要がある。
言い換えれば、クライエントやスーパーヴァ
イザーの評価や言動にエネルギーを注ぎ怯え
るのではなく、別の人間であるという強さを
セラピスト自身が自由に感じられることで初
めて、より深くクライエントを理解し受容で
きると主張しているのである。近年のメタ分
析でも、EG体験が自尊感情へ寄与（r=.154,
p<.001）することが報告されており（押江，
2011)、自然科学モデルでもその効果が実証
されているといえよう。

⑵　人生を楽しむようになる
人生を楽しむようになったと考えた記述は

次のようなものである。

｢やや年寄りくさいが園芸や日曜大工な
ど、自分に合った趣味を見つけることがで
き、長く続けられるようになった」(小柳，
1981)。

｢休養したいときには、仕事のことを一
時忘れて休めるようになった。何もせず
ゆったりした気分で時間をすごすこともで
きる。以前は、せめて何かをつくらないと
生きている価値がないと思い、強迫的に動
いていなければならないという気持が強
かったが、何もせずゆったりした気分で
時間をすごすこともできるようになった」
(小柳，1981)。

それまで仕事中心であった生活から、自分
にあった趣味を見つけられるようになり、そ
れが長く続けられるようになったことが語ら

れている。また、仕事のことを一時的にでも
忘れ、休息をとれるようなったことが報告さ
れている。これらの記述からは、何かをつく
らないと生きている価値がないと考えていた
価値観や、常に動いているべきといった「べ
き思考」から解放され、人生を楽しむように
なったと推察される。

また、異性間に関する記述としては次のよ
うなものがある。

｢男性に甘えられるようになった。前は
男性を意識して、近寄りがたさを感じ、近
寄らないようにし、気を張っていたりして
いたが、誰にでも男性にベタベタできるよ
うになった」(村山・野島，1976)。

以前は、男性に近寄りがたさを感じ、気
を張っていたが、誰にでも甘えられるように
なったことが報告されている。性別に関係な
く自由に関わることができるようになり、人
生を楽しめるようになったと考えられる。

⑶　仕事におけるCreativeなかかわりの増大
仕事におけるCreativeなかかわりの増大に

割り当てられた記述は、次のようなものであ
る。

｢生徒たちと共にいるひと時は楽しい
(略)。生徒達が時間はかかっても自分で手
探りして何かを掴もうとしている時、私は
黙ってみているということに落ち着いてお
ります」(畠瀬，1990)。

｢今のこの状態が良いか悪いかはよくわ
かりませんが、今の私の正直なあり方で
す」(畠瀬，1990)。

上記は、EGに参加した教師による発言で
ある。これまで行っていた一斉授業を止め、
生徒たちの自学自習が促されるように授業ス
タイルを変更したことが報告されている。ま
た、黙って見守っていても落ち着いており、
今の正直なあり方だと語っている。上記の変
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化以外にも、｢クラス回覧ノートの試み」や、
｢保護者との成績抜きの懇談会」を実施した
ことにも触れられており（畠瀬，1990)、仕
事においてCreativeにかかわるようになった
ことが記述されている。

こうすべきという姿に拘束されていた側面
が、教師自身が実施したいと感じたことを行
うように変化している。外的な価値基準では
なく、内的な価値基準に従い行動を起こすよ
うに変化している。

⑷ 　｢臨床家として「『私』を活用する援助｣｣
(清澤，2017)
清澤（2017）は、EG10年以上の経験者を

対象に、インタビュー調査を行い、EGが対
人援助の在り方にどのような影響を与えた
のかを検討している。M-GTA（Modified 
grounded theory approach）を行った結果、
６つのカテゴリーが得られ、そのうちの一つ
に「私がある援助」を挙げている。このカテ
ゴリーには、セラピスト自身の感覚を援助に
生かすことや、セラピストが自分らしく関わ
ることが援助的に働らくことを考えるように
なったこと等が含まれている。たとえば、次
のような記述である。

｢自分のプライベートなことは話さない
のはもちろんだけど、自分の感じとか自分
の気になってることとか、２人の関係の中
で出すことって大事なんだなと思って」
(清澤，2017 p.11)。

｢非常に役に立つとか役に立ちましたと
言ってもらえるとかに、そういう人間じゃ
なきゃというのに拘っていたと思うけどね。
初期の時は。エンカウンターから得たのは、
そうではなくて、その人自身に援助的であ
るってことがありえるんだっていうのが体
験的に。だから別の言葉でいえば、今ここ
でリアルに感じ取ることができる、それだ
けでいいって。それは次々とプロセスに

なっていくんだって」(清澤，2017 p.11)。

セラピスト自身の感覚や気になっている
ことを活用すること、EG経験を通して、セ
ラピストが自分らしくいることが援助的にな
りえることを報告している。これらの発言は、
臨床家としてセラピストの「私」を活かす援
助と考えることができる。

【対人的側面の変化】
対人的側面としては、⑴「中核３条件やプ

レゼンスの体験｣、⑵「自他を信じるかかわ
り方の増大｣、⑶「パートナーシップや異性
とのかかわりの改善」が挙げられた。

⑴　中核３条件やプレゼンスの体験
清澤（2017）は、EG体験に影響を受けた

対人援助の在り方として、｢私がある援助」
の他に、｢Rogers理論の体験｣、｢多様な出会
い｣、｢人への信頼｣、｢共生志向」、｢人と共
に生きる私」を挙げている。特に、Rogers
理論の体験はサブカテゴリーも多く、多くの
EG経験者が挙げている。サブカテゴリーに
は、｢受容体験｣、｢共感体験｣、｢自己一致体
験｣、｢プレゼンス体験｣、｢促進的な体験」が
含まれており、それぞれ次のような発言がみ
られている。

受 容体験「スッといかないっていうかな。
色んな障害みたいなものを抱えたり、違
う意見の人がいたり、違う感じ方をする
人がいたりみたいなものを大事にしてい
く関係だよね。お互いに」(清澤，2017)。

共 感体験「この人どんな感じかなとか、そ
の人側に行って立つというか見るとい
うか、何かそういう訓練をしている」
(清澤，2017)。

自  己一致体験「身体の感じっていうことが、
心理っていうこと以上に私にとっては意
味深い。そういう意味で内省の度合い
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が増したっていうのがあるかな。自分
の身体への意識を向けるようになった」
(清澤，2017)。

プ レゼンス体験「ひとりではないと思うん
かな。こういう気持ちに付き合ってくれ
る人がいるとか、この人は一生懸命に聴
いてくれるとか、自分でもどうしようも
なくて色んな気持ちがある中、その人が
一緒にいてくれる感じ、分かってくれよ
うとするとか。その辺が一つの力にな
る」(清澤，2017)。

促 進的な体験「関係性。信頼し合えること
が熟成されていく。何セッションもやっ
ていくうちに（中略）信頼しあっていく
プロセスが、プロセスを信頼すればまた
そこから新しいものが出てくる（中略）
そこに一緒にいることでプロセスに乗れ
ば、何かその人にとって、自分にとっ
て、大事な何かが生まれてくる」(清澤，
2017)。

EGは、ロジャースの理念や考えを現した
実践といえるものであり、Rogers理論の体
験は誰もが納得する側面であろう。

⑵　自他を信じるかかわり方の増大
平井・白井・村山・韓（2010）は、EG多

数参加者の変化について検討し、｢自分を信
頼して生きる」ことや、｢他者への信頼」が
増大したことを報告している。また、清澤
(2017）の研究でも、｢人への信頼」や「共生
志向｣、｢人と共に生きる私」が挙げられてお
り、これらは総じて、自他を信じる関わり方
の増大と捉えることができる。

⑶ 　パートナーシップや異性とのかかわりの
改善
パートナーシップや異性とのかかわりの改

善に関する記述は、次のようなものである。

｢女性に対する緊張感の減少（略）はじ
めは女性とちょっと体が触れると緊張して
いた（略）それまで委縮していた自分が、
安心して女性と接したりできるようになっ
た。(略）老女教師からは、清潔感・純粋
性がなくなったと言われている｡」(村山・
野島，1976)。

｢女性に素直にやさしさを表現できるよ
うになった」(野島，1975)。

｢男性に甘えられるようになった。前は
男性を意識して、近寄りがたさを感じ、近
寄らないようにし、気を張っていたりして
いたが、誰にでも男性にベタベタできるよ
うになった」(村山・野島，1976)。

上記の引用からわかるように、女性に対す
る緊張感の減少や、女性（パートナー）にや
さしさを表現できるようになったこと、男性
に甘えられるようになったことが報告されて
いる。EGには、性別関係なく、様々な職種
や立場の方が参加する。日常では苦手とする
異性間のやりとりも、メンバーに受け容れら
れることで、自身の思い込みが修正されたり、
苦手の克服につながることもあると思われる。

２．フォーカシング体験で生じること
【個人的側面の変化】

個人的側面としては、⑴「クライエントへ
の見方や関わり方の変化｣、⑵「自己一致の
促進｣、⑶「自己理解の深化｣、⑷「自己受容
の増大・拡大｣、⑸「態度条件についての理
解の深化」が挙げられた。

⑴　クライエントへの見方や関わり方の変化
クライエントへの見方や関わり方の変化に

ついての記述は次のようなものである。

｢何か具体的に心理療法の進め方を思い
ついたり、取り組み始めたわけではない。
しかし、静かにクライエントの気持を受け
入れているという実感があり、その結果、
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治療を徐々により深いものへと進めていく
ことにつながった」(吉良，2010 pp.80-81)。

引用からわかるように、フォーカシング体
験が、クライエントの気持を受け入れる実感
につながったり、治療を深いものへと進めて
いくことにつながったことが報告されている。

フォーカシングはフェルトセンスへのかか
わりが重要となるアプローチであることから、
セラピー中に感じられるフェルトセンスにも
注意が向きやすくなっていることが考えられ
る。クライエントが感じているように聴けて
いるか、その都度セラピスト自身がフェルト
センスに確かめながら話を聴いていくことで、
治療をより深いものへと進めていくことにつ
ながったと考えることができる。

⑵　自己一致の促進
自己一致の促進についての記述は次のよう

なものである。

｢誰かの一致的応答を受け止められる自
分でいるには、フォーカシングを通して自
分自身でいることができるようになること
が必要だったとも思えます」(堀尾，2019 
p.78)。

PCAでは、セラピストの自己一致と同様
に、クライエントの自己一致も重視する。そ
れはRogersの自己理論（Rogers，1951）か
らも読み取れるであろう。引用部分では、他
者の自己一致した発言を受け止めるために
は、聴き手自身が「自分自身でいること」が
必要であったと報告している。セラピーに置
き変えれば、クライエントの自己一致した発
言を受け止めるためには、セラピスト自身も
「自分自身でいること」、つまり、本物であ
ること（Authenticity）が求められる。これ
はPCAが重視する出会い（Encounter）に必
要なものとして挙げられるものであろう（た
とえば、Schmid，2001）。つまり、フォー

カシング体験は、セラピストの本物らしさ
に影響を与える要因と考えることができ
る。近年の調査研究（森川・永野・福盛・平
井，2014）でも、フォーカシング的態度と
Authenticityとの関連が報告されていること
から、フォーカシング体験が寄与することは
十分に考えられうる。

フォーカシングを通して、｢自分自身でい
ること｣、｢自分らしさ｣、｢本物らしさ」をよ
り感じることができると推察されるため、本
研究では、セラピスト側の自己一致の促進と
捉えた。

⑶　自己理解の深化
自己理解の深化の例としては次のようなも

のである。

｢日常の生活のなかでは、自分をゆっく
りみつめる余裕がなく、日常の生活に流さ
れたり、意外と窮屈な自分があるにもかか
わらず、無理をして頑張っている自分が
あった」(小嶽，2002 p.170)。

日常の生活に流されていることや、窮屈に
感じていること、無理をして頑張っている自
らの在り方について気づいたことが報告され
ている。フォーカシングが自己理解を促す方
法であることは広く知られている。特徴とし
ては、知的な理解ではなく、フェルトセンス
を手がかりに自己理解を深めていくことであ
る。

フォーカシングを通した自己理解は、帰
納的推論や演繹的推論とも異なり、アブダ
クション（Abduction）やセレンディピティ
（Serendipity）のような創造的発見や予想
外の発見に近いかもしれない。しかし、当時
者としては腑に落ちる感覚を伴っているため、
納得感のある自己理解となる。納得感のある
理解は、体験過程をさらに推し進め、次なる
一歩を指し示すため、同じようなことで悩む
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ことは少なくなる。

⑷　自己受容の増大・拡大
自己受容の増大・拡大についての記述は次

のようなものである。

｢自分自身とつながり実感とともにい
ることを知り、自分自身でいていいとい
う感覚を掴んでからでした」(堀尾，2019 
p.78)。

｢自分自身でいていいという感覚」は、｢自
分自身でいること」という表現とは異なり、
ありのままの自分を認めたり、許したりする
表現である。つまり、自己受容を指している。
フォーカシング体験を積み重ねると、物事に
対してどのように自身は感じているのか、そ
のフェルトセンスへ注意が向けられるように
なる。物事の内容がポジティブなものであれ、
ネガティブなものであれ、感じられるもの
（フェルトセンス）には何らかの意味が含意
されていると考える。

自己受容は、｢自分自身を、好ましい面も
好ましくない面も含めて受け入れること」
（飯長，2012 p.323）と広く理解されてい
る。ただし、フォーカシングの観点からは、
受け容れるファーストステップに、その物事
にかかわる様々なフェルトセンスを認めるこ
とが含まれる。たとえば、自身の強迫的な側
面が受け入れがたいと感じていたとする。自
己受容が重要だと聞き、なんとか自身の強迫
的な側面を受け入れようとするが、なかなか
認めたくないという場合もあるであろう。そ
の場合、強迫的な側面を認めたくないという
フェルトセンスについて、まず注意を向ける
のである。一つ一つのフェルトセンスを認め
ていくことで、徐々に自己受容が促されると
考えるのである。

引用部分からは、こうした積み重ねがあり、
最終的には「自分自身でいていい」といった

自己受容につながったことが考えられる。

⑸　態度条件についての理解の深化
態度条件のついての理解の深化としては次

のような記述である。

｢クライエントと共にいる中で感じるこ
とを活かした理解ということで、私にとっ
ては､「これこそが共感的理解だ」と感じ
られました」(吉原，2019 p.108)。

引用からわかるように、Rogersが挙げた
態度条件のうちの共感的理解についての理解
が深まったことが触れられている。Rogers
の態度条件は、具体的にどのように行えばよ
いのか、Doingが把握しづらいと批判される
ことも多い。引用からはフォーカシング体験
を積むことで、その理解の一助となることが
推察される。

フォーカシングはクライエントが行うもの
である。セラピストの仕事は、クライエント
がフォーカシングできるよう促すことであり、
オープンリードや問いかけ（Asking)、ガイ
ドと呼ばれる応答を行うことだと解説される
ことがある。しかし、どのような応答でもよ
いわけではない。クライエントの体験過程に
沿った応答を行わなければ、オウム返しのよ
うに揶揄されるような応答になる。そのため
には、セラピストや聴き手側もフォーカシン
グを行う必要がある。このように、セラピス
トとクライエントの双方がともに振り返って
観て理解を浮かびあがらせる在り方を、河﨑
(2013，2015，2019）は「相互リフレキシ
ブな営み（Co-reflexive dialogue)」と呼び、
その重要性を論じている。

フォーカシング体験を積むと、クライエン
トのフォーカシングを促すばかりでなく、セ
ラピスト自身がフォーカシングをする必要性
を感じるため、共感的理解を深めるきっかけ
になったと考えることができる。
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Ⅴ　まとめ

本研究では、EG及びフォーカシングに
関する体験的な記述を主な研究対象とし、
Personal developmentの観点から、それらの
意義を検討してきた。それぞれの意義につい
て表５に示す。

表５からわかるように、EG体験は「個人
的側面の変化｣、｢対人的側面の変化」が観ら
れ、フォーカシング体験は「個人的側面の変
化」が観られた。個人的側面の変化に注目し
てみても、EG体験とフォーカシング体験で
は異なる意義が見出されており、それぞれの
強みが出ているように思われる。

これらの違いは、多人数で実施するEGと、
１対１のセッション形式が多いフォーカシン
グとの実施構造の違いによるものであること
は言うまでもない。もちろん、参加者が悩ん
でいる内容、話したい内容によって体験の意
義が変わってくることも十分考えられるため、
フォーカシング体験で対人的側面の変化を経
験した参加者もいるであろう。また、フォー
カシングは悩んでいる内容を話さず実施する
ことも多いため、EGに比べて意義がつかみ
にくいことも考えられる。今後はこうした点
を踏まえ、EG、フォーカシング体験の場を
企画し、効果測定を実施していくことが課題
である。

本研究で検討してきた意義は、EGや
フォーカシングセッションに単に参加すれば
必ず得られるというものではなく、いかに参
加しているかといった参加様式に影響を受け
ていると推察される。筆者らの経験を踏まえ
ると、有益さを体験した参加者の様式として
は次のことが挙げられる。参加に際し、自
身や他者に対して①誠実にコミットするこ

と、②知識や概念を体験化させること（当事
者性）(永野他，2021)。③その場で感じられ
るプロセスに触れること、④特定の部分に生
きようとするのではなく、ひと全体（ホール
パーソン；Whole person）として生きよう
とすること、これら４つが重要な様式と考え
ている。これらについては、今後詳細に検討
する必要はあるが、セラピストトレーニング
を検討していくうえでの一つの方向性である
と思われる。

付記

本研究は、追手門学大学2019年度「プロ
ジェクト型共同研究奨励費制度」(研究課題
名「心理臨床家の全人的成長を促進するため
のトレーニングプログラムの開発」)の助成
を受けたものである。また、成果の一部は、
日本人間性心理学会第41回大会（2022）で発
表された。

表５　Personal DevelopmentからみたEG及びフォーカシング体験の意義

エンカウンター・グループ体験 フォーカシング体験

個人的側面
の変化

自尊感情・自己評価・自己受容などの増加・拡大
人生を楽しむようになった
仕事におけるCreativeなかかわりの増大
臨床家として「『私』を活用する援助」

Clへの見方やかかわり方の変化
自己一致の促進
自己理解の深化
自己受容の増大・拡大
態度条件についての理解の深化

対人的側面
の変化

態度条件やプレゼンスの体験
自他を信じるかかわり方の増大
パートナーシップや異性とのかかわりの改善
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利益相反について

本論文に関して、開示すべき利益相反関連
事項はない。
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